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社会福祉協議会　事業計画・予算

令和７年度　予算　90,267千円　　　　　　　　　　　令和7年度の主な支出予算額
法人運営事業等（41,595千円）

善意銀行運営事業（550千円）

生活福祉資金貸付事業（381千円）県社協受託

地域福祉活動推進事業（20,103千円）

・小地域福祉活動の組織化支援と活動の促進

・ボランティアの育成と活動の促進
・総合相談窓口
・出前講座の実施
・発展・強化計画の見直し、評価
・買い物支援事業
・高齢者等外出支援事業（生き生き号の運行）

・まごころドライブ
・ふれあい交流事業

▲紅葉ヶ丘地区福祉会「紅葉会」 ▲小地域福祉会連絡会

▲出前講座「車椅子体験」 ▲買い物支援事業

▲まごころドライブに集まった物資 ▲ふれあい交流事業

ボランティア基金事業（10,136千円）

共同募金配分金事業（2,723千円）
〈赤い羽根共同募金〉
・社協だよりの発行　・社会福祉大会の開催
・福祉教育セミナーやいきいき体験教室の開催
〈歳末たすけあい募金〉　・歳末激励訪問
リフト付乗用車移動支援事業（200千円）町受託

車椅子昇降用リフト付マイクロバス管理運行事業
（4,289千円）町共同事業

聴覚障がい者支援事業（891千円）町受託

生活支援コーディネーター配置事業
（5,700千円）町受託

・生活支援サポーターの養成
・介護予防活動の拠点づくり

包括的支援体制整備事業（1,900千円）町受託

子どもの見守り強化事業（1,512千円）町受託

災害時避難支援体制整備事業
（287千円）町受託

▲社会福祉大会 ▲手話奉仕員養成講座

▲三町地区福祉会 ▲つながりワーカー養成講座
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令和7年度　社会福祉法人斑鳩町

令和７年度　予算　90,267千円　　　　　　　　　　　
　２０２５年を迎え、ますます高齢化や人口減少が進むなか、福祉課題は、以前にもま
して、複雑・多様化してきています。世代を問わず社会全般に孤立や生活不安、特に継
続する物価高は、日常生活に大きな影響を与えています。
　斑鳩町社会福祉協議会では、公的制度だけでは解決できない福祉課題について、地域
で展開されている小地域福祉会による見守り活動、助けあい活動などの地域福祉活動と
連携し、住民が地域で安心して暮らし続けられる仕組みづくりを推進します。
　今後も、行政並びに関係機関との連携を強化し、人と人、人と社会がつながり、一人
一人が生きがいや役割を持ち、助け合いながら暮らしていくことができる「地域共生社
会」の実現に向け、住民主体の地域福祉活動を推進してまいります。

会費収入（2,100千円）・斑鳩町からの補助金（31,779千円）
斑鳩町からの受託金（14,682千円）・県社協や郡社協からの補助金・受託金（571千円）
寄付金収入（500千円）
共同募金配分金収入（2,700千円）
その他の収入（12,815千円）　基金（25,120千円）

令和7年度の主な収入予算額

福祉協力店の登録をスタートします
　福祉協力店は斑鳩町社協の基本目標、「みんなで考え、みんなで目指す豊かなまちづ
くり」をめざし、本会とともに地域福祉の推進に取り組んでいただく商店・事業所です。
　住民の皆様が身近に福祉に触れる場として、福祉情報の発信や困りごとを抱えている
方がいた時に社協を紹介するなどのご協力をいただきます。
　福祉協力店は随時募集しています。登録店については、今後発行する社協だよりや
ホームページにてご紹介させていただきます。

※地域共生社会とは
制度・分野ごとの『縦割り』や「支え手」「受け手」という関係を超えて、地域住
民や地域の多様な主体が『我が事』として参画し、人と人、人と資源が世代や分野を
超えて『丸ごと』つながることで、住民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域をとも
に創っていく社会を指しています。

※
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生
駒
郡
4
町
の
社
会
福
祉

協
議
会
で
「
災
害
時
に
お

け
る
協
力
体
制
に
関
す
る

協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た

　
安
堵
町
の
ト
ー
ク
安
堵
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
で

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
・
運
営
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。

　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
は
、
災
害
時
に

設
置
さ
れ
る
被
災
地
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
効

率
よ
く
進
め
る
た
め
の
拠
点
で
す
。
近
年
で
は
、
被

害
の
大
き
な
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
ほ
と
ん
ど
の
地
域

に
立
ち
上
げ
ら
れ
、
被
災
者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
つ

な
ぐ
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
訓
練
は
、
生
駒
郡
内
の
４
つ
の
社
会
福
祉

協
議
会
の
職
員
と
法
隆
寺
青
年
会
議
所
、
奈
良
県
防

災
士
会
が
合
同
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
訓
練
は
、
参
加
者
が
そ
れ
ぞ
れ
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
側
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
側
に

分
か
れ
て
模
擬
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、
「
訓
練
を
す
る
こ
と
で
見
え
た

改
善
点
も
あ
り
、
改
め
て
訓
練
を
行
う
大
切
さ
に
気

付
く
こ
と
が
で
き
た
」
と
い
っ
た
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
際
の

協
力
体
制
に
関
す
る
協
定
を
、
生

駒
郡
４
町
の
社
会
福
祉
協
議
会
で

締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
地
震
等
の
自
然

災
害
や
火
災
、
感
染
症
等
に
よ
り
、

住
民
生
活
に
甚
大
な
被
害
が
発
生

し
た
場
合
に
生
駒
郡
内
の
社
協
で

相
互
に
協
力
し
、
被
災
し
た
住
民

の
支
援
を
行
う
こ
と
と
、
災
害
支

援
に
関
す
る
対
応
力
向
上
の
た
め

に
、
平
時
か
ら
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
く
と
定
め
た
も
の
で
す
。

　

締
結
式
で
は
、
有
事
の
際
に
は

生
駒
郡
社
協
が
一
丸
と
な
っ
て
災

害
対
応
に
あ
た
っ
て
い
く
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

『
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
設
置
・
運
営
訓
練
』を

実
施
し
ま
し
た

2月22日

災害ボランティアセンターの活動内容　※写真は訓練の様子

▼

受付班
活動に来られた
ボランティアの
受付・登録を行い
ます。

オリエンテー
ション・マッ
チング班
内容を説明して
、ボランティア
と支援先の組み
合わせを行い
ます。

ニーズ班
被災者が必要と
するボランティ
ア活動の内容を
聞き取ります。

資材班
支援先で使用す
る資材（ショベ
ル・一輪車・土
嚢袋　等）の貸
出を行います。▼

4月9日
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▲生活支援サポーター
　養成講座

法隆寺駅前地区
福祉会「たすく会」

第一地所地区福祉会
「eスポーツ体験会」

地 域 の 活 動 紹 介

三室地区老人会
「シニアカンタービレ」
　三室地区老人会では、月に１度、歌の会「シニ
アカンタービレ」を開催されています。
　この活動は昨年、斑鳩町龍田西地区地域交流館
が完成したことをきっかけに、地域の身近に通え
る場所に、歌の会があればとの思いからスタート
されました。
　誰でも気軽に参加でき、多くの人が集まる憩い
の場になればとの思いから開催されています。　
　参加者は、懐かしい歌をうたったり、おしゃべ
りをしたり、楽しい時間を過ごされていました。

生活支援コーディネーターと
一緒に支え合いの活動を
してみませんか？
　生活支援コーディネーターは地域の支え合いを
広げるために、自分たちの地域で生活支援や介護
予防、地域のつながりづくりの取り組みについて
話し合う、生活支援サポーター講座の実施や、地
域の人材、活動を支援することで、地域の力で「で
きること」をサポートしています。

　第一地所地区福祉会では、介護予防や認知症予
防のサロン活動を実施されています。
　今回は、社会福祉協議会の出前講座を利用して、
ｅスポーツ体験会を実施されました。ｅスポーツ
は、障がいの有無や年齢に関係なく、誰でも楽し
めるスポーツとして近年人気を集めています。ま
た、頭で考えながら目や耳、指先を使うことで、
認知機能の維持・向上につながると考えられてい
ます。
　ほとんどの参加者が、初めてのｅスポーツを体
験されましたが、「年齢に関係なく楽しめて良かっ
た」「またやってみたい」などの声がありました。

　法隆寺駅前地区福祉会は、JR 法隆寺駅周辺の６
つの自治会エリアを対象に、気になる世帯への声
掛け・見守り活動を行ったり、地域のつながりづ
くりを目的に、親睦会やバスツアーなどを実施さ
れています。
　この日は、総会後に落語会とビンゴゲームを企
画し、地域の交流会が行われました。（表紙に写
真掲載）
　会場は笑いに包まれ、参加者からは、「また来
年も聞きたい」「たくさん笑ったので元気になっ
た」などの声がありました。

3月26日

2月27日3月15日

地域の介護予防の取組▲
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　まごころドライブ（フードドライブ）は、家庭で使われずに眠っている食料品や生活用品を持
ちより、必要な人に届ける取り組みです。ご提供いただいた物資は、町内の困りごとを抱えてい
る子育て世帯の支援等に活用します。みなさまのご協力をお願いします。
　この取り組みにご賛同・ご協力いただける方は、社会福祉協議会までお持ちいただくか、電話
でお問い合わせください。

　生活面の不安や心配事の解消に向けたお手伝いをします。仕事や収入、体調などに不安の
ある方や、そのご家族、お知り合いなど、ご本人以外の相談も可能です。

「みんなの居場所」は誰でも気軽に立ち寄ることができて、悩みや不安などいろいろな困り
ごとなどを話すことができる場所です。お困りのことはなんでもお話しいただいて結構です。

まごころドライブで集まった物資を
お困りの子育て世帯の方へ提供します！

米・飲料・レトルト食品・インスタント食品・即席めん・缶詰・乾物・菓子・生活用品
・食品は、未開封・破損がなく、常温保存が可能、賞味期限が令和７年８月１日以降のもの。
・米は、収穫から３年以内のもの。
・生活用品は、未開封・未使用であり、破損や汚れがないもの。
※ご提供をお願いしたい物資については、在庫の状況により、受入を停止する場合もあります。

お申し込みは、右の二次元コードからお願いします。　
※申込多数の場合は、新規の方を優先とさせていただきます。
　また、締切日に関わらず受付を終了することがあります。

ご提供をお願いしたい物資

みんなの居場所

社会福祉協議会は福祉の総合相談窓口です！！
～ひとりで悩まず、まずは誰かに話してみませんか？～

■ 受付時間　月～金曜日（祝日・年末年始は除く）
　　　　　　午前９時～午後５時
■ 場　　所　生き生きプラザ斑鳩　

　　　　　　※来所することが困難な場合は、訪問させていただきます。

■月日・場所 令和７年６月５日（木）中央公民館　研修室４

■ 時 間　 午後２時～午後４時　　　※予約不要です
■ 対 象　 斑鳩町在住の方　

「もったいない」を「ありがとう」へ

“まごころドライブ”にご協力をお願いします

ご家庭で余っている食料品や
生活用品などはありませんか？

受付期間　５月１２日（月）から５月３０日（金）まで

社協の職員
が相談をお
受けしてい
ます。

例えば…　・相談するほどではないけれども、ちょっと話を聞いてもらいたい。
　　　　　・身近に話し相手がいないので、誰かと話をしたい。
　　　　　・悩み事があって、話を聞いて一緒に考えてほしい。

令和７年８月２７日（水）生き生きプラザ斑鳩　会議室１

■ 費　用　 無 料

６月２日（月）～
６月１３日（金）

支援対象：斑鳩町在住で困りごとを抱えている子育て世帯 受付期間
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買
い
物
支
援
事
業
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

買
い
物
に
行
き
た
い
け
れ
ど
車
の
運
転
が
で
き
な

い
人
や
、
店
舗
ま
で
の
移
動
に
負
担
が
大
き
い
高
齢

者
な
ど
を
対
象
に
、
乗
り
合
わ
せ
で
店
舗
ま
で
送
迎

す
る
買
い
物
支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

事
業
の
概
要

〇
運
行
日
時
は
毎
週
火
曜
日
と
金
曜
日
の
午
後
２
時

　
か
ら
で
す
。
利
用
料
金
は
無
料
で
す
。

　
（
祝
日
や
荒
天
時
は
運
行
休
止
）

〇
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
事
前
の
利
用
者
登
録
が
必

　
要
で
す
。

※

申
請
時
は
、必
ず
ご
本
人
が
来
所
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
利
用
者
登
録
を
い
た
だ
い
た
人
か
ら
の
予
約
を
受

　
け
て
運
行
し
ま
す
。

留
意
事
項

〇
ひ
と
月
あ
た
り
の
利
用
回
数
は
４
回
ま
で
で
す
。

〇
利
用
者
が
複
数
の
場
合
は
、
各
集
合
場
所
を
巡
回

　
し
た
乗
り
合
わ
せ
に
よ
る
送
迎
に
な
り
ま
す
。

〇
買
い
物
以
外
で
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

〇
運
転
者
は
、
車
の
乗
降
介
助
や
買
い
物
の
同
行
は

　
行
い
ま
せ
ん
。

〇
利
用
の
予
約
は
、
運
行
の
１
カ
月
前
か
ら
１０
日
前

　
ま
で
で
す
。

ご
利
用
の
流
れ

⑥
店
舗
か
ら
、
乗
車
し
た
集
合
場
所
ま
で
お
送
り
し
ま

す
。

①
社
協
窓
口
で
利
用
者
登
録
を　

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※

本
人
が
必
ず
来
所
し
て
く
だ
さ
い

②
利
用
の
仕
方
や
送
迎
場
所
を
ご
本
人
と
一
緒
に
確
認

　
し
、
利
用
者
と
し
て
登
録
し
ま
す
。

③
利
用
者
登
録
後
に
、
電
話
で
利
用
予
約
を
行
っ
て
く

　
だ
さ
い
。

④
予
約
さ
れ
た
運
行
日
の
午
後
２
時
に
、
ご
自
宅
近
く

　
の
集
合
場
所
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

⑤
送
迎
用
の
車
で
店
舗
ま
で
お
送
り
し
ま
す
。
買
い
物

　
の
時
間
は
45
分
程
度
と
し
、
再
度
、
店
舗
で
乗
車
し

　
ま
す
。

◀ ◀ ◀ ◀
◀

デイサービスセンター いかるがの郷
― 株式会社 三恵健康倶楽部 ―
０１２０－７５６－３１５（通話無料）

斑鳩町法隆寺１－７－２３

ケアプランセンター あんしん館
― 一般社団法人 健康支援センター三恵 ―

０７４５－５１－２１８７

広陵町大野３８０－１（県道５号大和高田斑鳩線沿い）

介護保険の申請等、介護に関わるご相談は
お気軽にお電話ください！！
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　社協では、住民のみなさんの参加と協力による地域福祉活動を進めるため、会員を募集しています。　

一般会費　１口　500円　　賛助会費　１口　5,000円

社会福祉協議会会員にご加入をお願いします
～あなたの会費が地域を支えます～

令和７年5月号

再生紙を使用しています この社協だよりは共同募金の配分金により作成しています

〒636－0142 生駒郡斑鳩町小𠮷田1－12－35　

（電話）０７４５－７４－５１２２
（FAX）０７４５－７４－５０１１

社会福祉法人

斑鳩町社会福祉協議会
本会が実施しているサービスへの
ご意見等の受付について

総務係 安井 まで
【担当】

【令和6年12月1日～令和7年3月31日】

お預かりしたご寄附は、斑鳩町の福祉増進のために活用させていただきます。みなさまの善意をお待ちしています。

善意銀行にご寄附ありがとうございます

匿　　名
陶芸クラブ　様

50,000円　　　
5,700円　　　
5,000円　　　
5,000円　　　

任　意
任　意

NPO法人　あゆみの家
NPO法人　虹の家

氏　　名 金額（円） 目的（払出先）

陶芸土の会　様

次回のいかるが社協だよりは令和７年９月に発行します

賛助会員
おもと会　　　　特定非営利活動法人虹の家　　　匿名６名

一般会員
松田　千鶴
松山　ツヨ
木村　嘉男
堀　満
齋藤　綾子
原田　稔
長尾　弘宣
八嶋　勇
三輪　昌孝
田中　和則
田中　まり子
橋西自治会

廣津　皓一
廣津　ゆう子
藤本　悦子
堀田　正宏
小野　隆秀
堀　進
金川　日出夫
金川　理子
秀田　まち子
西尾　信夫
村岡　初美
久富　喜美子

西村　恭子
吉田　晴彦
清水　眞木子
永井　孝志
内城　加津代
塩谷　敏雄
田口　晃
田口　玲子
岩上　雅一
岩上　康子
村田　和子
中野　徳和

佐藤　壽男
池島　公子
岩井　洋子
植村　加代子
桒原　豊
伊東　純子
𠮷井　恵美子
山本　猛
山本　芳枝
興留東１丁目南自治会
川端　弘子
米田　豊

森河　克己
中島　美子
壬生　儀衛
壬生　貴美子
船田　千代美
⻆井　宣昭
清水　英子
村上　凡子
木下　信子
西尾　靖男
西尾　輝子
児玉　千代子

大川　政子
中原　義弘
岡本　千栄子
田代　美津枝
堀田　早苗
松馬　利与子
黒川　由美子
白石　裕子

　匿名５１名

（加入手続順・敬称略） 
【令和7年1月16日～令和7年3月31日】

令和７年度社協会費へのご協力ありがとうございました。　

※お名前・団体名については、広報紙への掲載にご同意いただいている方のみを掲載しています。

訂正とおわび 令和６年９月・令和７年１月発行の「いかるが社協だより」において、記載に誤りがありました。
　　　　　掲載箇所

１ページ右上の発行月の掲載

　  誤

隔月発行

　　　  正

５・９・１月発行
右記のとおり訂正させていただくとともに、
深くお詫び申し上げます。




